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イエーィ．／　水泳で筋肉もりもり
今年の夏は御承知のとおり雨の臼ばかりで、海・プっレはさっぱり。その中で、太陽が久し振りに顔を出した8月18日、浅

木小学校のプールに20名ほどの河童が集まりました。目は照っていても水は、やや冷たく、写真を撮るということで、粕一杯

の演技をしてもらいました。たのしそうに、はいボーズ．′

9　月　1　日　は　防　災　の　日
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人のうこき（去　能書）
人　　口　　　　14，105人（＋143）

男　　　　　6，825人（＋79）

女　　　　　7．280人（＋64）

世常数　　　　3，880戸（－ト27）

転　　入　176　　　転　　出∴∴45

出　　生　19　　　死　　亡　　7

（）内　は前　月　比

9　月　は　ガ　ン　征　圧　月

献
血
に
ご
協
力
を

献
血
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

皆
様
方
の
ご
理
解
の
も
と
に
こ
協
力
を

い
た
だ
き
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
二
回
目
の
献
血
を
次
の
と

お
り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
多
忙

中
と
は
存
じ
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く

献
血
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
献
血
の
出
来
る
方
は
蒲

1
6
才
以
上
滴
館
才
未
満
の
人
で
す
。

▽
実
施
日
　
9
月
2
4
日
（
水
）

∇
時
間
及
び
場
所

1
0
時
～
1
5
時
5
0
分
　
遠
賀
郡
盤
協
前

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
万
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
丸
井
　
繁
子
様

（
若
松
）
　
丸
井
　
博
腸
様

故
松
井
　
末
子
様

（
尾
崎
）
　
松
井
　
　
悟
様

故
毛
利
　
　
勉
様

（
浅
木
）
　
毛
利
　
義
夫
様

故
安
高
　
俊
市
様

（
尾
崎
）
　
安
高
曹
美
子
様

故
山
申
　
タ
ニ
様

（
上
別
府
）
　
山
中
　
好
冶
様

暮
ら
し
の
発
明
工
夫
展
作
品
募
集

「
護
ら
し
の
発
明
工
夫
展
」
の
作
品
舞

楽
を
行
い
ま
す
。

▽
主
旨

身
近
な
生
活
の
改
善
、
合
理
化
の
た

め
の
ア
イ
デ
ア
品
を
つ
き
の
要
領
で
募

集
し
ま
す
。

▽
考
案
の
範
囲

日
常
生
活
に
結
び
つ
い
た
発
明
工
夫

作
品
（
家
庭
用
晶
、
衣
料
、
袋
物
、
事

務
、
機
械
器
具
他
）
　
で
未
発
表
の
も

の。▽
申
込
み
及
び
、
応
募
締
め
切
り

昭
和
5
5
年
9
月
1
日
（
月
）
ま
で
、

申
込
書
、
返
送
料
を
そ
え
で
別
項
の
専

務
局
に
必
着
の
こ
と
。
（
画
接
持
参
さ

れ
ろ
方
は
前
も
っ
て
詣
話
し
て
下
さ

い）▽
手
数
料

1
件
に
つ
き
千
円
へ
専
務
手
数
料
）

但
し
3
件
以
上
は
三
千
円
。
高
校
・
大

学
よ
り
ま
と
め
て
提
出
さ
れ
る
分
は
手

数
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

▽
そ
の
他

。
発
明
工
夫
作
品
は
実
物
ま
た
は
模

型
で
、
一
点
の
作
品
の
大
き
さ
が
1

㍍
、
重
さ
1
0
匂
以
内
の
も
の
。

o
動
植
物
類
は
原
則
と
し
て
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

。
作
品
が
破
損
し
て
い
る
場
合
審
査
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

o
応
募
作
晶
は
細
心
の
注
意
を
も
っ
て

保
管
い
た
し
ま
す
が
、
万
一
、
火

災
、
紛
失
そ
の
他
不
可
抗
力
に
よ
る

被
害
に
つ
い
て
は
護
憲
の
御
了
承
を

減
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

▽
審
査
と
表
彰

関
係
各
庁
及
び
後
援
団
体
・
全
国
発

明
婦
人
協
会
か
ら
審
査
貝
を
選
出
し
て

応
募
作
品
の
審
査
を
行
な
い
ま
す
。

（
な
お
、
入
賞
者
は
9
月
上
旬
に
連
絡

し
ま
す
）

▽
作
品
の
申
込
み
・
送
付
先

。
受
付
期
間

昭
和
弱
年
8
月
2
7
日
～
9
月
1
日

o
受
付
揚
所

㈱
岩
田
屋
販
売
促
進
部

〒
8
1
0
福
岡
市
中
央
区
天
神
2
～
Ⅱ

鰭
話
（
7
2
1
）
1
1
1
1
（
内
）

－
b
l
1
4

▽
発
明
展
会
期

昭
和
5
5
年
9
月
1
7
日
⑯
－
2
1
日
㊥

∇
発
明
展
会
場

福
岡
・
岩
田
屋
本
館
八
階
鱗
場

▽
後
援

文
部
省
・
科
学
技
術
庁
．
特
許
庁
・

福
岡
県
等

国
民
年
金
標
語
募
集

∇
標
語
の
内
容
　
国
民
年
金
の
普
及
、

推
進
に
役
立
つ
も
の
で
未
発
表
の
も

の。
▽
応
募
資
格
　
県
内
居
住
者

▽
応
募
方
法
一
人
一
作
品
と
し
、
官

製
は
が
き
に
標
語
、
氏
名
、
年
令
、

住
所
、
宙
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

管
轄
の
社
会
保
険
事
務
所
に
郵
送
の

こ
と
。

▽
応
募
作
品
の
締
め
切
り
　
昭
和
弱
年

1
0
月
1
0
日
（
応
募
作
品
の
藷
作
樅
は

県
に
属
し
ま
す
）

な
お
、
問
い
合
わ
せ
先
は
、
福
岡
県

民
基
部
国
民
年
金
課
短
話
0
9
2
（
7

6
1
）
5
1
6
5
に
ど
う
ぞ
。

移
動
県
政
相
談

県
で
は
、
次
の
よ
う
に
移
動
県
政
相

談
を
開
設
し
ま
す
。

年
金
、
福
祉
、
道
路
、
河
川
、
衛
生

公
害
、
消
費
生
活
、
教
育
、
交
通
謡
故

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
　
9
月
2
6
日
（
金
）

∇
時
脚
　
1
3
時
か
ら
1
6
時
ま
で

▽
場
所
∴
中
間
市
大
手
下
迎
撃
寺

中
間
市
勤
労
背
少
年
ホ
ー
ム

な
お
、
詳
細
は
、
県
総
務
部
広
報
重

砲

話

0

9

2

（

7

7

1

）

6

0

5

0

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

聞
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i災害の程度 ��金　　額 

1籍飯 �死　　　　　　　　　亡 �100万円 

2　簿級　　不　　具　　擁　　疾 ��100万円 

3　舗級 � �16．5万円－ 3．5万円 

4　着飯 �師の治瀬を要した燐誓 �8万円－ 2．7万円 

5尊敬謎綾瀬説経 6簿級緋続韻語績 ��3．5万円－ 　2万円 

2万円一 1．4万円 

◎入院をしない場合は各等級の最低額です。

◎1、2等級は事故が碩接の原因で365日以蘭こ死亡

し、又は不具廃疾（労災の2等級相当）になられた

ときに支払います。

9　月　は　心　身　障　害　者　雇　用　促　進　月　間

一
日
一
円
で
最
高
百
万
円
の
見
舞
金

交
通
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

▽
深
鍋
の
診
断
群
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
の
単
独
転
倒
等
は
、
役
場
に
あ
り

▽
交
通
共
済
の
領
収
郵
（
黄
色
の
紙
）
　
　
ま
す
用
紙
に
、
日
誌
者
2
人
の
証
明

▽
交
通
事
故
証
明
の
と
れ
な
い
自
転
面
－
∴
i
を
つ
け
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

「
・
・
I
′
．
…
－
－
…
I
t
…
－
，
子
、
：
′
1
、
．
・
、
！
．
i
、
．
・
、
′
÷
′
、
．
．
、
、
′
．
言

直
　
老
人
交
通
共
済
制
度
　
（

見
舞
金

最
高
額
は
抑
万
円
〃
‥

1
日
わ
ず
か
1
円
の
掛
金
で
、
最
高

百
万
円
の
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
こ
の

交
通
共
済
制
度
は
、
皆
さ
ん
か
ら
お
預

か
り
し
た
掛
金
で
、
不
幸
に
し
て
事
故

に
あ
わ
れ
た
方
々
の
お
役
に
た
て
て
い

た
だ
こ
う
と
い
う
相
互
扶
助
を
基
本
に

し
た
共
済
制
度
で
す
。

遠
賀
町
で
は
、
す
で
に
町
の
人
口
の

5
1
・
1
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
6
、
1

3
6
人
の
方
が
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
見
舞
金
は
昨
年
1
年
間
で
、

2
6
件
、
八
十
五
万
四
千
円
を
支
払
っ
て

い
ま
す
。「

交
通
革
故
で
見
舞
金
を
受
け
取
る

」
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
な
い
に
こ
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
万
が

一
不
幸
に
し
て
交
通
密
教
に
あ
わ
れ
た

と
き
、
1
日
1
円
の
交
通
共
済
が
、
少
し

で
も
お
役
に
だ
て
た
ら
と
、
印
度
の
皆

さ
ん
に
加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

加
入
の
申
し
込
み

9
月
中
に
ピ
ン
ク
色
の
申
し
込
み
用

紙
が
お
手
元
に
届
き
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
こ
記
入
の
上
、
掛
金
と
と
も
に

区
長
さ
ん
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

7
0
歳
以
上
の
方
は
、
町
で
掛
金
を
負

担
す
る
老
人
交
通
共
済
が
あ
り
ま
す
の

で
、
下
記
の
老
人
交
通
共
済
の
棚
を
こ

ら
ん
下
さ
い
。

言

入

資

格

＝

遠
賀
町
に
お
住
ま
い
の
方
、
町
内
に

勤
務
先
の
あ
る
方
。

一

一

掛

　

　

金

一

一

1
人
年
額
三
百
六
十
円
で
す
。
中
途

か
ら
加
入
さ
れ
る
と
き
は
1
カ
月
0
0
日

で
、
加
入
さ
れ
た
月
か
ら
次
の
9
月
ま

で
の
月
数
に
釦
円
を
乗
じ
た
領
で
す
。

＝

出

　

資

　

金

一

一

今
年
新
し
く
加
入
さ
れ
る
世
帯
は
、

一
世
諸
に
つ
き
百
円
の
出
資
金
が
必
要

で
す
。
一
度
加
入
さ
れ
れ
ば
次
の
年
か

ら
出
資
金
は
不
要
で
す
。

三

滴

期

間

＝

毎
年
1
0
月
1
日
か
ら
頚
年
の
9
月
3
0

日
ま
で
の
1
年
間
で
す
。
中
途
加
入
の

場
合
は
、
加
入
申
し
込
み
の
翌
日
か
ら

初
め
て
到
来
す
る
9
月
5
0
日
ま
で
で
す

自
動
車
、
原
動
横
付
自
転
車
、
自
転

車
、
荷
車
、
牛
革
、
馬
車
、
耕
運
機
、

汽
車
、
喝
車
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
空
中

ケ
ー
ブ
ル
、
リ
フ
ト
、
昇
降
機
、
気
動

車
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
北
九
州
市
営

渡
船
に
よ
る
国
内
で
の
事
故
で
、
駒
記

の
交
通
用
乗
用
具
に
よ
り
通
常
運
行
さ

れ
る
べ
き
場
所
で
発
任
し
た
交
通
尊
敬

に
よ
っ
て
、
死
亡
ま
た
は
傷
害
を
受
け

ら
れ
た
方
に
対
し
て
見
舞
金
を
支
払
い

ます。但
し
、
次
の
場
合
は
見
舞
金
の
支
払

い
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
契
約
者
の
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失

に
よ
る
奉
故

▽
交
通
三
悪
（
承
知
の
同
乗
者
を
含
み

ま
す
）
で
あ
る
飲
酒
運
転
、
無
免
許

運
転
、
ス
ピ
ー
ド
遠
皮
に
よ
る
諒
故

▽
地
歴
そ
の
他
の
異
常
な
天
災
に
よ
る

疎
放

▽
工
場
の
梅
内
や
自
動
車
教
習
所
な
ど

一
般
の
交
通
の
た
め
に
開
放
さ
れ
て

い
な
い
場
所
で
の
事
故
。

遠
賀
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
7
0

歳
以
上
の
方
で
、
昨
年
老
人
交
通
共
済

に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
加
入
申
請

を
さ
れ
る
と
無
料
（
町
が
掛
金
を
全
額

負
担
）
で
老
人
交
通
共
済
に
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
申
請
を

き
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
昨

年
加
入
さ
れ
て
い
た
方
は
申
し
込
み
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
由
稲
が
な
い

場
合
は
7
0
歳
以
」
で
も
老
人
交
通
共
済

に
加
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
）

申
し
込
み
用
紙
は
区
長
さ
ん
の
と
こ

ろ
と
役
場
に
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
博

項
を
ご
記
入
、
捺
印
の
士
、
役
場
ま
で

お
届
け
下
さ
い
。

一
度
老
人
交
通
共
済
に
加
入
さ
れ
る

と
、
次
の
年
か
ら
は
申
し
込
み
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
加
入
者
に
は
加
入
時
に
、
加

入
資
櫛
が
な
く
な
る
ま
で
（
転
出
・
死

亡
等
）
有
効
な
加
入
者
評
を
発
行
し
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
解
し
て
下
さ
い
。

一
般
交
通
共
済
、
老
人
交
通
共
済
に

つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

役
場
福
祉
課
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

見
舞
金
の
請
求

次
の
密
類
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、

役
場
福
祉
課
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

▽
交
通
疎
放
証
胸
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ひとりで悩まないで　まず電話．／

電話　093（631）7867
ろく　さ　いから　な　や　む∴な

西少年相談室　八幡西区・黒崎公民館内
（黒崎ユニード裏）

ひみつは　かたく守ります。

※　勉強が手につかない　　※　友遠ができない
※　男女交際その他

低廉増進普及運動　9　月1日　一30日

長
い
夏
休
み
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
が
、
毎
年
夏
休
み
が
過
ぎ
る
と

〟
家
出
〟
や
。
ず
る
休
み
〟
を
す
る
少

年
、
少
女
が
増
え
て
き
ま
す
。

子
供
は
、
あ
る
日
突
然
非
行
に
走
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ
な
風
船
が

だ
ん
だ
ん
と
は
じ
け
る
よ
う
に
、
徐
々

に
非
行
へ
の
道
に
深
入
り
し
て
い
き
ま

す
。
こ
の
過
横
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
非
行

へ
の
兆
が
見
ら
れ
ま
す
。

o
帰
宅
時
問
が
不
規
則

。
ウ
ソ
を
つ
く
。

。
ふ
ら
り
と
外
出
す
る
こ
と
が
多
い
。

o
多
額
の
小
通
い
を
諜
求
す
る
。

。
服
装
や
髪
形
を
し
き
り
に
気
に
す
る

o
か
く
れ
て
タ
バ
コ
を
吸
う
。

。
な
げ
や
り
な
膏
薬
通
い
が
多
く
な
る

こ
ん
な
兆
が
で
て
く
る
と
、
非
行
化

「
カ
ゼ
は
万
病

の
も
と
」
と
い
あ

れ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
病
気
の
〝
引
き

金
〟
に
な
る
わ
け

で
す
が
、
そ
の
カ

セ
に
も
本
格
的
に

な
る
前
に
潜
伏
期

間
が
あ
り
ま
す
。

ク
シ
ャ
ミ
を
し
た

り
、
休
が
何
と
な

く
熱
っ
ぽ
か
っ
た

り
、
だ
る
か
っ
た

り

‥

㍉

‥

こ

う

し

た

潜
伏
期
間
の
う
ち

に
的
確
な
処
置
を

し
て
お
け
ば
、
大
事
に
い
た
ら
な
い

で
す
み
ま
す
。

非
行
と
い
う
！
小
の
病
〟
　
に
も

潜
伏
期
問
が
あ
り
ま
す
。
早
目
に
手

当
て
を
す
る
た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
の

〝
健
康
状
態
〟
　
に
注
意
し
て
い
て
、

変
調
を
一
日
も
早
く
辣
知
す
る
こ
と

が
ま
ず
第
一
で
す
。

非
行
化
へ
の
〝
潜
伏
期
間
〟
に
見

ら
れ
る
典
型
的
な
症
状
の
一
つ
に
「
ウ

ソ
」
が
あ
り
ま
す
。

ウ
ソ
を
つ
い
て
は
い
け
な
い
と
知

り
つ
つ
も
、
時
に
は
ウ
ソ
を
つ
い
て

し
ま
う
の
か
人
間
で
す
。
そ
こ
で
、

何
の
た
め
に
つ
い
て
い
る
の
か
、
ウ

ソ
の
背
景
を
見
分
け
る
こ
と
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

つ
い
て
も
か
ま
わ
な
い
ウ
ソ
、
聞

い
て
い
る
方
が
ウ
ソ
だ
と
心
得
て
い

れ
ば
害
の
な
い
ウ
ソ
、
か
く
し
ご
と

や
悪
い
こ
と
を
し
て
い
て
非
行
化
に

つ
な
が
る
ウ
ソ
1
－
い
ろ
い
ろ
な
パ

タ
ー
ン
を
判
別
す
る
こ
と
が
大
切
で

す。
非
行
の
年
齢
は
、
反
抗
期
と
も
密

接
に
関
連
し
ま
す
。
「
自
分
が
ワ
ッ

を
つ
き
ま
し
た
」
と
い
う
よ
り
も
「
さ

っ
き
自
分
じ
ゃ
な
い
と
い
っ
た
の
は

ウ
ソ
で
し
た
」
と
い
う
方
が
い
い
に

く
く
、
勇
気
の
い
る
も
の
で
す
。

ウ
ソ
の
〝
追
及
〟
が
、
逃
げ
場
の
な
い

厳
し
い
追
及
や
非
難
で
は
、
せ
っ
か

く
見
つ
け
た
非
行
化
の
き
ざ
し
も
、
つ

み
と
る
ど
こ
ろ
か
逆
に
大
き
く
し
て

し
ょ
う
こ
と
に
も
な
り
か
た
ま
せ
ん
。

ウ
ソ
が
ウ
ソ
を
生
ん
で
い
く
の
で
す
。

ふ
ー
だ
ん
か
ら
子
供
の
芯
の
健
康
状

態
〟
を
よ
く
知
っ
て
「
ウ
ソ
は
悪
い

こ
と
」
と
頭
か
ら
決
め
ず
に
そ
の
原

因
を
よ
く
理
解
し
て
か
ら
措
置
す
る

こ
と
　
－
　
こ
れ
が
非
行
防
止
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

暮．

の
赤
信
号
で
す
。
万
引
き
や
暴
走
行

為
、
シ
ン
ナ
ー
乱
用
等
の
深
刻
な
不
良

行
潟
を
始
め
た
後
、
「
そ
う
い
え
ば
、

あ
の
時
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
思

い
出
さ
れ
る
親
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

日
頃
か
ら
親
子
の
対
話
や
心
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

も
し
何
か
気
付
い
た
と
き
は
、
北
九

州
市
の
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
遠
賀
町
の
人
も
す
で

に
相
談
さ
れ
た
方
も
多
い
は
ず
で
す
。

こ
れ
は
、
保
護
者
も
子
供
も
璃
話
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

親
に
も
、
友
達
に
も
言
え
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
、
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
ま

ず
種
託
し
ま
し
ょ
う
。

稲
諸
番
号
及
び
場
所
は
下
段
の
と
お

り
で
、
面
接
相
談
に
も
応
じ
て
く
れ
ま

す。

優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰

該
当
さ
れ
る
万
は
、
折
尾
畿
察
署

へ
申
し
出
て
下
さ
い
。

▽
表
彰
種
別

o
銀
章
～
1
0
年
以
上
の
鯨
尊
敬
無
違

反
の
人

o
金
串
－
銀
章
を
受
け
、
そ
の
日
か

ら
1
0
年
以
上
無
郵
政
無
違
反
の
人

▽
申
込
み
期
限
及
び
申
込
先

9
月
1
6
日
ま
で
折
尾
響
察
署
交
通

課
ま
で

∇
表
彰
日
　
n
月
綴
目

▽
必
要
書
類

出
講
番
、
運
転
免
許
証
の
写
（
表

裏
）
、
安
全
セ
ン
タ
ー
発
行
の
無

疎
放
無
違
反
証
明
証
、
金
華
該
当

者
は
過
去
に
表
彰
を
受
け
た
表
彰

状
の
写
各
々
の
1
枚

詳
し
い
こ
と
は
交
通
課
（
剛
・
0

3
3
1
）
ま
で
。
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「台風情報をお知らせします。台風／＼号は

しだいに動力を袖しながち・・」

要から秋にかけて、テレビやラジオからの
台周．愉報がひんはんに溌れるようになります。

台風は、′鉦池付近の南方沌」二で発生する紘

常岨気IT‾の一都で、徐々に動力を強め最大風

速が毎秒17メートル以士になったものを台風

として、その年に発生した順番に二線号をつけ

＿自推間近になって、突鎮台I乱の適度が速くな

り予報より早く土俵ということもあります。

スピードは、おそいので時速40キロ、通いの

になると急行列車を上回る時速100キロのも

のさえあります。ですから、台風が近一ナいた

ときは一一時も油断ができません。

また、地元の寅鎮台や測候所の予報と全国
的な‾予報とは予報の表現が通う場合がありま

て呼んでいます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。そんなときは、ノt

ォ薬完誓嘉…刻々変わる台風の進路窪蒜采霊霊；
㌘霊諾託窯　1回別の早のみこみは織です　　霊；実り霊詫案
ん蛮ありますのて∴1回だけの予報で早のみ　　の予報を採って下さい。
こみをしなし、ようにしてください。

台l軌のI進路は勿J一刻と変化しています。fr

率技術の発達した現在でも、2日も3日も前

から台風が「いつ」「どこへ」十勝するかはわ

かりません。台風．が日本に近一ナくにつれて少

しずつその進路がはっきりしてくると、駒に

出した予報も修止されることがしばしばです。

老人福祉週間　　9　月15日　－21日

は
じ
め
に

急
速
な
農
作
技
術
及
び
機
械
化
の
進

歩
の
中
で
、
我
々
の
先
祖
が
使
っ
て
き

た
成
典
や
住
居
典
、
古
文
書
、
古
代
人

が
使
っ
た
出
土
品
等
を
集
め
て
後
世
の

参
考
に
し
よ
う
と
の
願
い
か
ら
中
央
公

民
館
三
脂
の
展
示
室
に
収
蔵
し
て
、
町

民
各
位
に
お
目
見
え
し
て
間
も
な
く
丸

四
年
を
経
過
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
当
局
よ
り
乞
わ
れ
る
ま
ま
に

拙
文
な
が
ら
展
示
品
の
紹
介
を
範
ね
な

が
ら
、
更
に
各
位
の
一
周
の
ご
協
力

と
、
ご
蟄
不
を
賜
る
よ
う
、
お
願
い
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

水
　
車

鬼
津
の
井
口
家
に
軍
歴
算
と
い
う
、

延
宝
二
年
（
〓
ハ
七
四
）
か
ら
年
内
の

大
き
な
出
来
事
な
ど
背
い
た
古
文
密
が

あ
る
。
こ
れ
に
は
年
が
下
ろ
に
従
い
、

そ
の
年
の
作
柄
な
ど
ま
で
詳
細
に
記
録

さ
れ
た
賞
重
な
文
献
で
あ
る
。
こ
の
年

聴
覚
に
I
I
水
車
は
安
永
二
年
（
一
七

七
三
）
初
め
て
此
辺
に
は
や
る
能
き
農

具
也
と
あ
る
。
即
ち
二
〇
七
年
位
制
か

ら
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
さ
て

稲
作
に
は
水
は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

は
、
ご
承
知
の
通
り
で
、
水
が
自
然
に

導
入
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
に
は
水
草
は
必

要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
農
具
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
殆
ん
ど
仕
組
躇

み
と
い
っ
て
数
戸
の
共
同
作
業
か
、

水
踏
み
（
水
車
を

踏
む
こ
と
）
は
水
位

の
低
い
と
こ
ろ
か

ら
、
高
い
と
こ
ろ
に

水
を
送
る
の
か
役
目

で
あ
る
の
で
、
そ
の

高
さ
に
よ
っ
て
は
二

段
掛
、
三
枝
掛
な
ど

を
し
な
け
れ
ば
な
ら

ない。つ
ば
め
の
巣
の
よ

う
な
形
の
も
の
を
作

り
こ
れ
に
水
を
踏
込

ん
で
、
そ
れ
を
又
、

次
に
踏
込
む
。

港
の
役
目
で
あ
っ
て
水
踏
み
の
交
替
は

線
香
一
本
が
燃
え
つ
き
る
ま
で
が
多
か

っ
だ
。
不
慣
れ
の
う
ち
は
、
一
本
の
棒

に
弓
な
り
に
ぶ
ら
下
っ
て
踏
ん
だ
も
の

で
あ
る
。

真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
六
月
終

り
か
ら
九
月
中
旬
頃
の
作
業
で
あ
る
。

朝
も
や
の
中
か
ら
時
折
、
ギ
ィ
ー
ギ

ィ
ー
と
串
の
き
し
む
薯
と
共
に
、
の
ど

か
な
声
が
き
こ
え
て
く
る
。

へ
嫁
に
行
く
な
ら
遠
賀
に
ゃ
行
か
ぬ

遠
賀
大
根
飯
や
腹
が
せ
く

「
嫁
に
や
る
な
ら
遠
賀
に
ゃ
や
る
な

遠
賀
水
ふ
み
ゃ
日
に
や
け
る

へ
い
と
し
殿
御
さ
ん
は
相
接
語
る

足
も
だ
る
か
ろ
ね
む
だ
が
ろ

水
車
は
檎
製
で
あ
り
そ
の
状
態
を
よ

く
唄
っ
た
も
の
で
田
園
風
景
夏
の
風
物

詩
で
あ
る
。

筆
者
紹
介

吉
野
千
年
氏
　
6
4
歳

福
岡
県
文
化
財
保
護
指
導
委
員

遠
賀
町
虫
生
津
在
住

遠
賀
町
案
筑
会
総
会

す。▽
日
時

遠
賀
町
東
節
会
の
総
会
を
、
次
の
と
　
▽
場
所

お
り
開
倣
い
た
し
ま
す
の
で
、
同
窓
の

方
多
数
の
ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
　
▽
会
費

昭
和
5
5
年
8
月
0
0
日
（
土
）

牛
後
6
時
よ
り

遠
賀
那
農
協
三
階
ホ
ー
ル

（
遠
賀
川
駅
前
バ
ス
停
駁
）

五
百
円
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9月分　し尿くみ取り予定表
く　み 取り日 �大型車くみ取り地区 �小型車くみ取り地区 

1（月） �西町、木守 �虫生活、上別府 

2（火）東町 3（水）虫生津（新屋敷） �� 

松の本（束、西組） 

霊十月2暇取家庭 ��砦松、尾崎 
11（木）日課、（塞接線北側） ��－ 

12（金）　旧停（旧3号緑南側） ��鬼津 

13（土） �遠賀IiI �別府、上別府（商家、花園一郎） 

16（火） 17（水） � �千代丸、小鳥掛、別府（高瀬） 

新町、鬼津、道篤 � 

18（木1 �新町 � 

19（金） �新町 � 

20（土） �月2回汲取家庭 � 

24（水） �別府÷‾蓮百両‾－‾‾‾‾ � 

25（木） �別府 �－ 

26（金） �別府 � 

27（土う �懐籍謀議繋） � 
29（月） �〃 �老良 

301（火）】浅木 �� 

環境衛生週間　9　月21日　一27日

老
人
検
診

▽
期
　
日
　
9
月
5
日
（
金
）

▽
場
　
所
　
老
人
憩
の
家

▽
時
　
間
　
9
時
如
分
～
1
5
時

▽
対
象
者
　
統
裁
以
上
の
人

▽
検
診
内
容。

検
尿
・
血
圧
測
定

o
問
診
・
血
色
素
検
査

妊
婦
相
殻

▽
期
　
日
　
9
月
1
2
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

▽
内
　
容
　
産
前
産
後
の
す
ご
し
方
、

妊
婦
体
操
、
母
子
健
康
手

帳
交
付

▽
持
参
品
　
印
鑑

乳
児
相
識

▽
持
参
品
　
母
子
健
康
手
駿

▽
内
　
容
　
体
重
、
身
長
等
測
定
、

食
奉
等
の
相
談

婦
人
検
診

の
で
婦
人
健
康
教
室
に
出
席

下
さ
い
。

8
月
2
5
日
以
後
の
分
に
つ
い

て
は
別
途
行
な
い
ま
す
。

◎
婦
人
健
康
教
室

婦
人
検
診
を
受
け
ら
れ
た

人
を
対
象
に
健
康
教
室
を

開
催
致
し
ま
す
。

当
日
結
果
粟
（
健
康
手
帳
）

も
お
返
し
致
し
ま
す
の
で

必
ず
出
席
し
て
下
さ
い
。

▽
場
　
所

7
月
1
7
日
～
8
月
2
日
ま
　
▽
そ
の
他

で
に
婦
人
検
診
を
受
け
た

人
全
員
。

9
月
3
日
（
水
）

受
付
　
記
鴫
～
1
4
時
（
時

間
厳
守
）

認
諾
　
1
4
時
～
1
5
時

質
開
　
場
時
～

町
中
央
公
民
館

▽
譜
　
師
　
青
柳
病
院
副
院
畏

青
柳
元
成
先
生

触
康
手
帳
を
当
日
受
付
に

て
お
返
し
致
し
ま
す
。

。
謎
話
の
内
容
は
検
診
内
容

の
尿
、
血
液
等
を
中
心
に

お
話
し
致
し
ま
す
。

o
質
問
に
つ
き
ま
し
て
は
個

人
の
籍
栗
に
つ
い
て
や
相

談
も
お
受
け
致
し
ま
す
。

。
今
回
の
健
康
教
室
に
出
席

出
来
な
い
人
は
次
回
に
お

い
で
下
さ
い
。

9
月
9
日
（
火
）

受
付
　
9
時
0
0
分
～
m
時

役
場
保
健
室

生
後
7
～
1
2
カ
月
の
乳
児

▽
期
　
日
　
9
月
7
日
（
日
）

▽
場
所
及
び
受
付
時
間

旧
侍
公
民
館
　
9
時
－
Ⅱ

時
5
0
分

上
別
府
公
民
館
　
1
3
時
3
0

分
～
1
6
時
5
0
分

▽
対
象
者
　
1
8
裁
～
6
4
歳
ま
で
の
女
牲

※
旧
停
・
上
別
府
地
区
以
外

の
方
で
ま
だ
済
ま
せ
て
な
い

人
は
今
回
必
ず
受
け
て
下
さ

い。

婦
人
検
診
の
結
果
と

婦
人
健
康
教
室

◎
結
果
　
7
月
1
7
日
か
ら
8
月
2
日
ま

で
各
地
区
を
巡
回
し
ま
し
た

検
査
結
果
が
出
ま
し
た
。

下
の
婦
人
鯉
陳
教
登
に
て
各

個
人
分
を
お
返
し
致
し
ま
す
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三∴∴「：∴∴団∴ 騨ライフ．スタイル緩 よ齢i皿∴ふ∴た背漠－さを　う大蔵 講等評語講＜ふ7ここ抽線＞ ま寄集響き三撃詫ナ：働く女性の 

） かど　働％す全人の　すえつ見学さと第∴年と　で性や　たで二） 

○　曲∴勢　な　人　率　占　労　2　在　　語∴復　か　な　は　ふ　業　戌　は　49　　滴　を　〟 

雅　は　○　が　6　ま∴日　万　国　　ま　増　な∴静　か　で　と　ろ　35　点　　の　女　婚　　当∴点　第1 

秋の全国交通安全運動　9　月21日　－30日

「
健
康
を
守
る
の
は
自
分
」

高
血
圧
、
動
脈
硬
化
予
防
の
日
常
生
活

血
圧
が
商
い
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し

も
脳
卒
中
や
心
臓
病
に
か
か
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
症
状
が
な
い
う
ち
に
徐
々

に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
定
期
的
に
検

診
を
受
け
自
分
の
血
圧
を
知
っ
て
、
健

康
は
自
ら
の
手
で
か
ら
と
ろ
よ
う
日
常

生
活
に
注
慧
し
ま
し
ょ
う
。

1
、
塩
分
を
と
り
す
ぎ
な
い

減
塩
の
コ
ツ

。
ご
ほ
ん
・
味
つ
け
ご
ほ
ん
や
お

す
し
ほ
ざ
け
る
。

。
汁
物
…
実
を
多
く
汁
を
少
な
く

。
魚
…
煮
物
よ
り
刺
身
や
韓
の
も

の
に
す
る
。

2
、
お
ふ
ろ
ば
ぬ
る
い
湯
に
短
か
め
十

分

と
に

5
、
何
蔀
も
ヨ
ユ
ウ
が
大
切
で
す

6
、
適
当
な
労
働
と
連
動

7
、
滴
は
…
あ
な
た
の
お
酒
は
適
量
で

す
か

タ
バ
コ
は
…
す
い
す
ぎ
に
注
意

8
、
睡
眠
と
休
畿

便
秘
は
な
お
そ
う

排
便
の
コ
ツ

。
便
意
を
が
ま
ん
し
な
い
で
、
毎

日
き
ま
っ
た
時
間
に

。
冷
水
や
野
菜
の
摂
取

。
腹
部
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

寒
い
と
血
管
も
縮
み
ま
す
。

o
ク
ー
ラ
ー
や
扇
風
機
は
ほ
ど
は

。
ピ
タ
、
、
、
ン
　
血
管
を
強
め
る

。
ミ
ネ
ラ
ル
‥
血
液
成
分
を
正
常

に
保
つ

1
0
、
植
物
油
を
多
く
と
ろ
う

o
リ
ノ
ー
ル
酸
・
動
脈
硬
化
を
防

ぎ
ま
す

o
肉
や
魚
は
不
足
し
て
ま
せ
ん
か

H
、
太
り
過
ぎ
は
ご
用
心

願
準
体
重
＝

（
身
長
－
一
〇
〇
）
×
0
・
9

1
2
、
専
門
家
に
相
殺
し
ま
し
ょ
う

。
自
分
勝
手
に
薬
を
飲
ん
だ
り
、

判
断
は
逆
効
果
で
す
。
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9月上期の遠賀町主要行事
日 �可行蒋内容車間 ���難会場匡（係）名 ��目的及び主な対象等　再考 

1回定例区畏会車30－ ����役場 第2会議室 �i庶務課 �L 

2 �火 �家庭教育巡回相談事9‥00諒。 ��華央却社会輔課 ��：：「∴∴∴∴ 

4 �木i老人大学院講蛭 ��10：00－ 　15：00 �葦矢面社会教育課 �� �「‾‾ 「 

老　人　検　車；冨00 ��老人憩の家 �住　民　課 �65歳以上の老人　i組聖 
5 �金 　定例体育指導員会 ��19：30－－ �遠賀町 中央公民館 �社会教育観 �【 

7 �十人検診串 ��� ��∴∴∴∴ 
9 �車　児　相　談 ��9：30－ 11：30 �役場保健室 �住　民∴諒 �7－12カ月児 �〃 

i老人大学院親中00品。 ����遠賀町 中央公民館 �社会教育課 �老人大学院生 � 

l � �13：00－ 　16：00 �遠賀町公民館 別　　館 �福　祉　課 �何でも糊こ綱萩中‾‾ 

匡生委員中：30－ ����役場 第二会縫室 �綱∴社i酸 � �i i 

i �車　婦　相　中00－ ��役場保健室 �住　民　課 �－ �詳細は 6ページ 

14 �帽誓レ大会車00 1 。ソフトボール大会中詰。 ���態公休蘭 �社会教育課 �各地区対坑 �i l i 

！∴「∴ � �〃 � 

結核予防週間　9　月24日　一30日

県
職
員
（
中
級
・
初
級
）
の
採
用
試
験

県
人
尊
委
員
会
で
は
、
次
の
要
領
で
県
職
員
の
採
用
試
験
を
実
施
し
ま

す。▽
試
験
区
分
と
採
用
予
定
数

。
中
級
＝
行
政
懇
務
約
9
3
人
、
学
校
専
務
約
3
7
人
、
欝
薬
事
務
男
子
約
1
5

人
、
栄
糞
士
約
1
5
人

。
初
級
＝
一
般
事
務
A
約
2
5
人
、
一
般
車
務
B
約
3
5
人
、
学
校
球
務
約
1

人
、
馨
察
誌
務
女
子
（
福
岡
地
域
約
2
4
人
、
北
九
州
地
域
約
3
人
）
、

交
通
巡
視
員
女
子
約
5
0
人
、
土
木
約
1
人
、
建
築
約
1
人
、
林
業
約
5

人。
▽
受
験
資
格

。
中
級
＝
昭
和
0
0
年
4
月
2
円
～
昭
和
3
6
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
。
た

だ
し
栄
糞
士
は
資
格
を
有
す
る
人
（
昭
和
5
6
年
5
月
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
人
を
含
む
）
。

。
初
級
＝
昭
和
3
2
年
1
月
2
日
～
憫
和
3
8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
（
大

学
に
お
け
る
在
学
期
間
が
2
年
を
超
え
る
人
は
除
く
）
。

▽
試
験
日
と
試
験
地

o
第
一
次
試
験
＝
1
0
月
1
2
日
（
日
）
中
級
は
、
福
岡
市
、
初
級
は
北
九
州

市
等
4
カ
所
。

。
第
二
次
試
験
＝
日
月
中
旬
、
福
岡
市

▽
受
付
期
間

9
月
1
日
（
月
）
－
9
月
2
0
日
（
土
）

▽
申
し
込
み
及
び
問
い
合
せ
先

福
岡
県
人
喜
委
員
会
議
務
局
　
〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
下
川
蛾
町
二
の
五

西
銀
博
多
ビ
ル
内
能
話
0
9
2
（
2
9
1
）
3
0
6
7

宅
地
建
物
顎
引
主
任
資
格
試
験

こ
の
試
験
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
の
規
定
に
基
づ
き
実
施
す
る
も
の

で
、
宅
地
建
物
取
引
業
を
行
な
う
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
取
引
主
任
者
の

資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

▽
試
験
日
時
　
昭
和
5
5
年
的
月
1
9
日
（
日
）
1
3
時
－
1
5
時

▽
試
験
場
　
福
岡
大
学
（
福
岡
市
西
区
大
字
七
限
十
一
）

▽
受
験
資
格
　
㈹
萬
校
卒
業
者
∴
㈲
宅
地
、
建
物
の
取
引
に
関
し
2
年
以

上
の
実
務
経
験
者
　
聞
知
密
が
認
め
た
者

▽
受
付
期
間
　
9
月
l
ロ
ー
9
月
5
日

▽
受
付
及
び
用
紙
配
布
場
所
　
県
土
木
事
務
所


